
防災
ぼうさい

について考
かんが

えてみよう! 

９月
がつ

１日
ついたち

は防
ぼう

災
さい

の日
ひ

です。熊本県
くまもとけん

では震
しん

度
ど

７の大
おお

きな地
じ

震
しん

が起
お

こりました。そこで、災害
さいがい

時
じ

に困
こま

ることや身
み

の守
まも

り方
かた

、対
たい

処
しょ

の仕
し

方
かた

などを考
かんが

えてみましょう。 

もしもの災害
さいがい

時
じ

に聞
き

こえない人
ひ と

・聞
き

こえにくい人
ひ と

は、こんなことに困
こ ま

ります 

・防
ぼう

災
さい

無
む

線
せん

や広報車
こうほうしゃ

、館内
かんない

アナウンスの声
こえ

が聞
き

こえません。 

・テレビに字
じ

幕
まく

・手
しゅ

話
わ

がないと災害
さいがい

の様
よう

子
す

が分
わ

かりません。 

・避
ひ

難
なん

先
さき

で、物
ぶっ

資
し

や食
しょく

料
りょう

の配
はい

給
きゅう

など、大
たい

切
せつ

な連絡
れんらく

や情
じょう

報
ほう

が伝
つた

わりません。 

・他
ほか

の人
ひと

から見
み

て、聞
き

こえないことが分
わ

からないので、声
こえ

をかけられても「知
し

らん顔
かお

してい

る」と誤
ご

解
かい

されることがあります。 

・夜
や

間
かん

に停
てい

電
でん

になると、手
しゅ

話
わ

や筆
ひつ

談
だん

で話
はな

すことができず、とても不
ふ

安
あん

です。 

 「災害
さいがい

への備
そな

え」わたしたちは、何
なに

をすればよいでしょうか？ 

① 自
じ

分
ぶん

の住
す

んでいる地
ち

域
いき

のホームページを確
かく

認
にん

する。 

② 非
ひ

常
じょう

時
じ

の持
も

ち出
だ

し袋
ぶくろ

を準
じゅん

備
び

する。中身
な か み

を確認
かくにん

する。 

③ 家
か

族
ぞく

で避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

・安
あん

否
ぴ

確
かく

認
にん

方
ほう

法
ほう

を話
はな

し合
あ

う。 

④ 携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

、スマホでの緊
きん

急
きゅう

時
じ

災
さい

害
がい

用
よう

伝
でん

言
ごん

版
ばん

を使
つか

えるようにする。 

⑤ 住
す

んでいる自
じ

治
ち

体
たい

の防
ぼう

災
さい

対
たい

策
さく

を把
は

握
あく

する。 

⑥ 人
ひと

とのつながりをつくる。（近
きん

隣
りん

とのつながりをつくる。） 

その他
ほか

、聾
ろう

学
がっ

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

には聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

がい情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

施
し

設
せつ

や手
しゅ

話
わ

通
つう

訳
やく

者
しゃ

、要
よう

約
やく

筆
ひっ

記
き

者
しゃ

など 

とのつながりも必要
ひつよう

になることがあります。 

（ 出
しゅっ

典
てん

：「 聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

災
さい

害
がい

出
しゅつ

動
どう

、安
あん

否
ぴ

確
かく

認
にん

マニュアル」全日本
ぜんにほん

ろうあ連
れん

盟
めい

） 

 災害
さいがい

時
じ

こんなときどうするの？考
かんが

えてみよう！ 
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１ 避
ひ

難
なん

して運
うん

動
どう

場
じょう

に集
しゅう

合
ごう

したら、何
なに

か大
たい

切
せつ

な話
はなし

をしているよう 

です。あなたはどうしたらよいでしょう？ 

２ 一人
ひ と り

で町
まち

を歩
ある

いていると、人々
ひとびと

がいっせいに逃
に

げていきました。 

何
なに

かあったようです。どうしたらよいでしょう？ 

 

 

 

 

（出
しゅっ

典
てん

：「365日
にち

のワークシート 手
しゅ

話
わ

、日
に

本
ほん

語
ご

、そして障
しょう

害
がい

認
にん

識
しき

」全国
ぜんこく

聴覚
ちょうかく

教 職 員 協
きょうしょくいんきょう

議会
ぎ か い

） 



 

手
し ゅ

話
わ

クイズに挑
ちょう

戦
せん

しよう！ 

 今
こ

年
とし

は、世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

では、冬季オリンピック、ワールドカップ、来月はアジア競技大会が行
おこな

われます。世
せ

界
かい

のさまざまな国
こく

名
めい

手
しゅ

話
わ

を覚
おぼ

えてみませんか。さあ、いくつ分
わ

かるかな？ 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次
じ

回
かい

の校
こう

内
ない

業
ぎょう

者
しゃ

補
ほ

聴
ちょう

器
き

点
てん

検
けん

日
び

は、９月
がつ

１６日
にち

(水
すい

)です。 

点検
てんけん

してくださる販売店
はんばいてん

の方
かた

に、気持ち
き も  

のよいあいさつをしましょう。 

 

 
 

 
 

  

 
 

 
   

 

 

   

 

③ 

⑦ 

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ 

 

① ② ④ 

⑤ 

 

 ⑥ 

（出典
しゅってん

：「国
こく

際
さい

手
しゅ

話
わ

ハンドブック 国
こく

名
めい

手
しゅ

話
わ

（全
ぜん

日
に

本
ほん

ろうあ連
れん

盟
めい

）」「すぐに使
つか

える手
しゅ

話
わ

辞
じ

典
てん

6000（ナツメ社
しゃ

）」） 

⑧ 



自
  じ   

立
 りつ

活
 かつ   

動
 どう

の実
  じっ  

践
 せん

から～授業
じゅぎょう

の様子
 よう す

～ 

小
しょう

学
がく

部
ぶ

の自
じ

立
りつ

活
かつ

動
どう

の実
じっ

践
せん

を紹
しょう

介
かい

します。 

＜国
こく

名
めい

の手
しゅ

話
わ

クイズの答
こた

え＞ ①日
に

本
ほん

 ②インド ③韓国
かんこく

 ④タイ ⑤中
ちゅう

国
ごく

 ⑥モンゴル 

⑦ロシア ⑧ウクライナ ⑨オーストラリア ⑩カナダ ⑪ブラジル ⑫イギリス 

⑬アメリカ ⑭スウェーデン ⑮イラン ⑯イスラエル 

 

 

 

 

スラエル 

 
 

小
しょう

学
がく

部
ぶ

３年
ねん

の「発
はつ

音
おん

練
れん

習
しゅう

」の

学習
がくしゅう

です。文字
も じ

を見
み

て、正
ただ

しく発音
はつおん

することができるように、繰
く

り返
かえ

し

取
と

り組
く

んでいます。教
きょう

科
か

書
しょ

を音
おん

読
どく

する際
さい

、文字
も じ

をしっかり見
み

るように

なり、知
し

らない言
こと

葉
ば

があることに

気付
き づ

いたり、読
よ

みまちがいを自分
じ ぶ ん

で

修
しゅう

正
せい

したりすることが増
ふ

えまし

た。 

 「言
こと

葉
ば

のきまり  つなぐ言葉
こ と ば

（接続詞
せつぞくし

）」の学習
がくしゅう

です。読
よ

んだり書
か

いたりする力
ちから

が育
そだ

つよう、普
ふ

段
だん

使
つか

っ

ている話
はな

し言葉
こ と ば

の「でも」と併
あわ

せて「し

かし」（書
か

き言葉
こ と ば

）の学習
がくしゅう

をしました。

「でも」や「しかし」を使
つか

った例
れい

文
ぶん

を

読
よ

んだり文
ぶん

を作
つく

ったりすることで、接
せつ

続
ぞく

詞
し

の意味
い み

を理解
り か い

するようになって

きました。 

 

＜「災害
さいがい

時
じ

こんなときどうするの？」の解
かい

答
とう

例
れい

＞ 

１ 避
ひ

難
なん

集
しゅう

合
ごう

場
ば

所
しょ

での呼
よ

びかけなどがわからないとき→近
ちか

くにいる人
ひと

にたずねる。（身
み

ぶり、

手
しゅ

話
わ

、筆
ひつ

談
だん

、話
はな

しことばなど伝
つた

わる手
しゅ

段
だん

で） 

２ 学
がっ

校
こう

以
い

外
がい

の場所
ば し ょ

で地
じ

震
しん

が起
お

こった場
ば

合
あい

→まわりの人
ひと

の動
うご

きをよく見
み

て動
うご

く。（周囲
しゅうい

の行動
こうどう

に

合
あ

わせることが大事
だ い じ

。） 

 


